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12082 現代英語演習Ⅰｄ
Contemporary English Seminar I 
12083 現代英語演習Ⅱｄ／12084 現代英語演習Ⅲｄ／12085 現代英語演習Ⅳｄ

３年、Ⅰ前期・Ⅱ後期

４年、Ⅲ前期・Ⅳ後期

２単位

東海林　宏司 E必

コンピュータを利用した口語英語データの分析

英語のテレビドラマのセリフを主たるデータとして用いて、コンピュータのソフトにより様々な角度から分析
し、口語英語の特徴を探ることが目的のゼミです。2・3人のグループでテーマを決め、分析結果はPowerPoint
形式のプレゼンテーションファイルにして発表していただきます（発表は前・後期各1回）。毎時間冒頭の担当
者によるドラマに用いられるWords & Phrasesの解説を聞いて、各自Vocabulary Notebookをまとめるtaskがあり
ます。今年度も昨年度に引き続きThe OCを教材として利用します。

1. コンピュータを利用した英語分析＜入門編＞
2. コンピュータを利用した英語分析＜実践編＞
3. グループによるテーマ決定
4. グループによるデータ収集・分析と、PowerPointに
よるプレゼンテーションファイルの作成
5. グループによるPCを用いた発表

（注1）グループ単位で、ゼミの時間とは別に、担当
教員東海林との発表に先立つ打ち合わせの機会を設け
ます。
（注2）グループ単位の発表は前後期各1回ずつとしま
す。

分析に用いるソフトウェア（フリーソフト）は授業で紹介します。

グループ単位の発表、発表時に作成したPowerPointのプレゼンテーションファイル、学期末のノート提出に基
づいたVocabulary Notebookの作成状況、以上3点を総合評価します。

コンピュータの基本操作に慣れておくことが必要です。また、個人データの保存用に各自USBメモリ等を用意し
ていただきます。

http://www.icc.ac.jp/


